別記様式第３号の２（第10条関係）　　　　　（第1面）

景観形成の配慮事項に係る対応説明書

（開陽台周辺区域）
【建築物及び工作物の建設等】

	区分
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置
	□開陽台及び町道武佐北19号道路から目立たないよう配慮した位置・配置とすること。
□敷地内に複数の建築物や施設等が立地する場合は、周辺の自然・農村景観と調和するよう敷地構成に配慮すること。
□周辺景観に対して良好な眺望を有する道路の沿道、及びその延長上の配置は極力避けるよう努めること。
□道路から眺望が開ける方向での配置は、眺望を遮らないよう配慮すること。
□既存の建築物および工作物の近くに建設する場合には、例えば眺望の向きに準じて縦に配列するなど、目立たない工夫に努めること。
	

	規模・高さ
	□開陽台展望台から見て周辺景観との調和や眺望に配慮した高さとし、原則として１０ｍ以下とすること。（農林業用施設を除く）
	

	形態・意匠
	□屋根と外壁の色は、相互になじみ、調和する配色とすること。
□屋根の色は、周辺の自然・農村景観になじみ、落ち着きのある色の使用に努めること。
□外壁の色は、主要色として、木、石、土などの自然素材色又は、白系統色の使用に努めること。
※ただし、周辺の自然・農村景観になじむ農業用施設等については、レッド系（錆止め色含む［5R 3/10］）を用いることを可とする。
※［ ］内はマンセル値の例。
□建築物等の外壁の一部などには、可能な限り自然素材を用いる等、工夫に努めること。
	


（第2面）

【屋外広告物の表示、掲出】
	区分
	配慮事項
	対応状況の説明

	全　般
	□開陽台及び町道武佐北19号道路から目立たないよう、周辺景観との調和や眺望に配慮した色彩とすること。
□発光を伴うものは原則設置しないこと。
	


【開発行為等、土石の採取、鉱物の採掘、土地の形質の変更】
	区分
	配慮事項
	対応状況の説明

	全　般
	□現況林地を含む区域で3,000㎡以上の開発行為等を行う場合は、森林の水源涵養、災害の防止、環境の保全などの公益的機能を損なわないよう、森林の残地確保に十分配慮した造成を図ること。（工場、事業場の設置及び住宅団地造成の場合の森林率は、概ね50％以上とする）

□土石等の採取を行う場合は最低限にとどめ、採取後は採掘区域に隣接する土地と、地形の連続性を損なわないように埋め戻し等を行い、植樹や作付け等による緑化を施すこと。
	


